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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年2月5日(2015.2.5)

【公開番号】特開2014-147799(P2014-147799A)
【公開日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-60742(P2014-60742)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ   2/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ    2/20     　　　Ａ
   Ａ６１Ｌ    2/20     　　　Ｇ
   Ａ６１Ｂ   19/00     ５１３　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月15日(2014.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物を滅菌する滅菌装置であって、
　前記対象物を収納する真空チャンバーである滅菌室と、
　前記滅菌室に投入する滅菌剤を気化させる気化室と、
　前記滅菌室及び前記気化室を真空引きする真空機器と、
　前記気化室と前記滅菌室との導通を開閉する弁と、
　前記気化室と前記滅菌装置外の大気との導通を開閉する第一大気開放弁と、
　を備え、
　前記真空機器により、前記気化室内の気圧及び前記滅菌室内の気圧を所定の気圧まで減
圧させて、
　前記気化室及び前記滅菌室が前記減圧された後に、前記気化室と前記滅菌室とが導通し
ないように前記弁を閉めてから、前記滅菌剤を前記気化室で気化させ、
　前記滅菌剤を前記気化室で前記気化させた後に前記弁を開けて、前記気化室内の気圧と
前記滅菌室内の気圧との違いにより、前記気化室で前記気化した滅菌剤を前記滅菌室に投
入し、
　前記弁を開けて前記気化室と前記滅菌室とが導通している状態で所定時間が経過した後
に、前記第一大気開放弁を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記気化室内の気圧との違い
により、前記大気が前記気化室に吸い込まれ、前記大気が前記気化室に残留する滅菌剤を
前記滅菌室に送り込むことを特徴とする滅菌装置。
【請求項２】
　前記滅菌室と前記大気との導通を開閉する第二大気開放弁を更に備え、
　前記第一大気開放弁を開けている状態で所定時間が経過した後に、前記第二大気開放弁
を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記滅菌室内の気圧との違いにより、前記大気が前記
滅菌室に吸い込まれることを特徴とする請求項１に記載の滅菌装置。
【請求項３】
　前記滅菌室と前記大気との導通を開閉する第二大気開放弁を更に備え、
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　前記第一大気開放弁を開けている状態で前記滅菌室内の気圧が所定の圧力に達した後に
、前記第二大気開放弁を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記滅菌室内の気圧との違いに
より、前記大気が前記滅菌室に吸い込まれることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の滅菌装置。
【請求項４】
　対象物を収納する真空チャンバーである滅菌室と、前記滅菌室に投入する滅菌剤を気化
させる気化室と、前記滅菌室及び前記気化室を真空引きする真空機器と、前記気化室と前
記滅菌室との導通を開閉する弁と、前記気化室と前記滅菌装置外の大気との導通を開閉す
る第一大気開放弁と、を備える前記対象物を滅菌する滅菌装置における滅菌方法であって
、
　前記真空機器により、前記気化室内の気圧及び前記滅菌室内の気圧を所定の気圧まで減
圧させて、
　前記気化室及び前記滅菌室が前記減圧された後に、前記気化室と前記滅菌室とが導通し
ないように前記弁を閉めてから、前記滅菌剤を前記気化室で気化させ、
　前記滅菌剤を前記気化室で前記気化させた後に前記弁を開けて、前記気化室内の気圧と
前記滅菌室内の気圧との違いにより、前記気化室で前記気化した滅菌剤を前記滅菌室に投
入し、
　前記弁を開けて前記気化室と前記滅菌室とが導通している状態で所定時間が経過した後
に、前記第一大気開放弁を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記気化室内の気圧との違い
により、前記大気が前記気化室に吸い込まれ、前記大気が前記気化室に残留する滅菌剤を
前記滅菌室に送り込むことを特徴とする滅菌方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、滅菌装置と滅菌方法とに関する。特に、滅菌剤を気化して滅菌室に送り込む
ことで滅菌する滅菌装置と滅菌方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の目的は、滅菌剤を気化する気化室に残留している滅菌剤を滅菌室に送り込む仕
組みを設けることで、滅菌剤の無駄を減らしつつも滅菌作用を促す仕組みを提供すること
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、対象物を滅菌する滅菌装置であって、前記対象物を収納する真空チャンバー
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である滅菌室と、前記滅菌室に投入する滅菌剤を気化させる気化室と、前記滅菌室及び前
記気化室を真空引きする真空機器と、前記気化室と前記滅菌室との導通を開閉する弁と、
前記気化室と前記滅菌装置外の大気との導通を開閉する第一大気開放弁と、を備え、前記
真空機器により、前記気化室内の気圧及び前記滅菌室内の気圧を所定の気圧まで減圧させ
て、前記気化室及び前記滅菌室が前記減圧された後に、前記気化室と前記滅菌室とが導通
しないように前記弁を閉めてから、前記滅菌剤を前記気化室で気化させ、前記滅菌剤を前
記気化室で前記気化させた後に前記弁を開けて、前記気化室内の気圧と前記滅菌室内の気
圧との違いにより、前記気化室で前記気化した滅菌剤を前記滅菌室に投入し、前記弁を開
けて前記気化室と前記滅菌室とが導通している状態で所定時間が経過した後に、前記第一
大気開放弁を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記気化室内の気圧との違いにより、前記
大気が前記気化室に吸い込まれ、前記大気が前記気化室に残留する滅菌剤を前記滅菌室に
送り込むことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、前記滅菌室と前記大気との導通を開閉する第二大気開放弁を更に備え、前記第一
大気開放弁を開けている状態で所定時間が経過した後に、前記第二大気開放弁を開けて、
前記滅菌装置外の気圧と前記滅菌室内の気圧との違いにより、前記大気が前記滅菌室に吸
い込まれることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、前記滅菌室と前記大気との導通を開閉する第二大気開放弁を更に備え、前記第一
大気開放弁を開けている状態で前記滅菌室内の気圧が所定の圧力に達した後に、前記第二
大気開放弁を開けて、前記滅菌装置外の気圧と前記滅菌室内の気圧との違いにより、前記
大気が前記滅菌室に吸い込まれることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明により、滅菌剤を気化する気化室に残留している滅菌剤を滅菌室に送り込む仕組
みを設けることで、滅菌剤の無駄を減らしつつも滅菌作用を促す仕組みを提供することが
可能となる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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